
 

タキソノミーテーブル（教育目標の分類体系：タキソノミー） 

科目名 日本語文章表現          （   2023  年  12 月 31 日作成）     氏名 入江 さやか           

No.1 

       (○○する 

内容     力がある) 

事実、概念、 

手続き、メタ認知 

想起する 理解する 応用する 分析する 評価する 創造する 

（再認、再生） 
解釈、例示、分類、

推論、比較、説明 
実行、遂行 

比較、組織 

結果と原因 
チェック、判断 

生み出す、計画 

できる、汎化 

(例) 

1. ことばと表現を知ろう 
  

・文脈に応じた適

切な言葉を使用す

ることができる。 

・与えられた文

脈において、同

音異義語と同訓

異義語を識別

し、その違いを

明確に分析する

ことができる。 

・慣用表現、四字熟

語、故事成語を含む

文章を批判的に評価

することができる。 

・自分の文章にお

いて、慣用表現、

四字熟語、故事成

語を含む表現を創

造的、かつ適切に

使用し、意図した

効果を生み出すこ

とができる。 

2. 文の構造  

・様々な文の構造

（主語と述語の関

係、修飾語と被修飾

語の関係）を識別

し、その組み立てが

文意にどのように影

 

・与えられた文

章を読み、文の

構造を詳細に分

析することがで

きる。文のどの

部分が主題を明

確にしているの

 

・特定の目的や観

点を持った文章を

書く際、最も効果

的な文の組み立て

や構造を考案し、

それを実践的に適
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響するかを説明でき

る。 

かについて特定

できる。 

用することができ

る。 

3. 敬語・敬意表現   

・様々な場面にお

いて、尊敬語、謙

譲語、丁寧語を適

切に使用すること

ができる。正しい

敬語を選択し、開

いてに敬意を表す

適切な表現を用い

ることができる。 

・敬語や敬意表

現の文化的、歴

史的背景を分析

し、その情報を

もとに、様々な

場面において最

も適切な敬語を

選択することが

できる。 

・様々な場面におい

て使用された敬語を

適切に評価すること

ができる。 

 

4. 小論文（1） 

・論理的な論

述、主張、根

拠、結論など、

小論文作成に関

連する基本的な

語彙や表現、論

理展開を正確に

想起することが

できる。 

・小論文の目的と特

徴を説明でき、その

重要性と構成を理解

できる。 

  

・小論文が持つ特有

のスタイルとその目

的を他の文章形式と

比較しながら評価す

ることができる。 

・新しいテーマや

視点から小論文を

構想することがで

きる。自分の意見

や考えを整理し、

理論的かつ創造的

なアプローチで小

論文を構築するこ

とができる。 

5. 小論文（2）  

・小論文の基本構成

（導入部、本論、結

論）を識別し、それ

 

・与えられた小

論文の構成につ

いて、論旨の進

 

・説得力のある論

旨の進行、展開を

考案し、自らの小
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ぞれの部分が小論文

全体の論旨の進行、

展開にどのように寄

与するかを理解でき

る。また、各構成部

分の目的と重要性を

説明できる。 

行、展開が効果

的か、そうでな

いかを分析する

ことができる。 

論文に適用するこ

とができる。 

6. 小論文（3）  

・自分の考えや意見

を明確に表現し、論

理的に論旨を展開し

ながら、かつ、わか

りやすく書く方法に

ついて説明すること

ができる。 

・効果的な導入と

結びの文を使用す

ることによって、

読みやすく、一貫

性のある論証の進

め方を実践するこ

とができる。 

  

・読者の注意をひ

く書き出しの文と

印象的な結びの文

を創造し、かつ、

語の選択など、全

体の調和を取りつ

つ、自身の論点を

強調する小論文を

書くことができ

る。 

7. 小論文（4）   

・受け取ったフィ

ードバックを自身

の小論文作成に反

映し、より説得力

のある小論文を書

くことができる。 

・ピアレビュー

を通じて、他者

の小論文を分析

し、その論旨や

構成、語の選択

について、具体

・他者の小論文の論

点や根拠を客観的に

評価し、その論旨の

よい点と弱点を特定

することができる。

批判的思考と分析ス
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的で建設的なフ

ィードバックを

提供することが

できる。 

キルを適用し、有効

なフィードバックを

提供することができ

る。 

8. 話してみよう（1） 

・過去の経験、

成功、学んだ教

訓を想起し、そ

れらを自己紹介

の中で効果的に

紹介することが

できる。 

・具体的な例やスト

ーリーを用いて、自

分の個性や能力を際

立たせることができ

る。 

・他者からのフィ

ードバックをもと

に、より効果的な

自己アピールの要

素や方法を理解

し、自身のアピー

ルに応用すること

ができる。 

・他者の自己紹

介を分析し、強

みや改善点を特

定することがで

きる。 

 

・自分の強み、ス

キル、経験を効果

的にアピールする

自己紹介を作成す

る。自分自身の特

徴を明確に理解

し、聞き手に魅力

的に伝える方法を

考案できる。 

9. 話してみよう（2）   

・特定の聞き手や

読み手の視点や背

景に合わせた自己

アピールの方法を

考案することがで

きる。自分の強み

や経験を効果的に

伝える戦略を立て

ることができる。 

・特定の聞き手

や読み手のニー

ズや期待を分析

することができ

る。 

  



 

タキソノミーテーブル（教育目標の分類体系：タキソノミー） 

10. 学術的文章の書き方 

・過去に学んだ

文学的、学術的

文章の特徴や書

き方のポイント

を想起すること

ができる。 

・学術的文章と文学

的文章の違いを理解

し、それぞれの特

徴、目的、特有の言

い回しを説明するこ

とができる。 

・小論文、レポー

ト、論文の違いを

理解した上で、そ

れぞれの目的に合

わせた書き方を選

択することができ

る。 

   

11. 分析と考察をしよう  

・グラフや表につい

て、正確にデータを

読み取り、解釈する

ことができる。 

 

・グラフや表を

詳細に分析し、

データが示す傾

向やパターンを

指摘することが

できる。 

・分析したデータを

もとに、客観的な結

論を導き出すことが

できる。 

・分析したデータ

を活用し、新しい

視点や仮説を提案

することができ

る。 

12. レポート：論文の書き方

（1）リサーチと情報収集の基

礎 

・以前に学んだ

リサーチの方法

や情報評価のス

キルを想起し、

新しいトピック

に関するリサー

チに適用するこ

とができる。 

 

・効果的なリサー

チの方法を用いて

関連する情報を収

集し、トピックに

関する最新の研究

や文献を調査する

ことができる。 

 

・情報源の信頼性を

評価し、得た情報が

研究や論文作成に適

しているかを判断す

ることができる。 

・収集した情報を

分析し、主要な論

点や議論を抽出し

て新しい研究テー

マや仮説を提案す

ることができる。 

13. レポート：論文の書き方

（2）論点の設定と論証の技術 
  

・複数の情報源や

データを統合し、
  

・既存の情報や知

識をもとに、新し
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明確な論点を支持

するための強固な

論証を構築するこ

とができる。 

い論点や視点を創

出することができ

る。 

14. レポート：論文の書き方

（3）引用の仕方 
   

・種々の情報源

から得た情報を

分析し、内容を

精査したうえ

で、適切に引用

することができ

る。 

・得た情報を評価

し、信頼できる情報

について、自身の論

証や議論にどの程

度、関連し、寄与す

るかを評価できる。 

 

15. レポート：論文の書き方

（4）総まとめとフィードバッ

ク 

  

・他者から受け取

ったフィードバッ

クをもとに、自ら

のレポートや論文

の論証を見直し、

より説得力のある

内容に再構築す

る。 

 

・自身や他社のレポ

ートや論文を総合的

に評価し、その構

造、論拠など、強み

と弱点を明確にする

ことができる。 

 

       

 


